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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

７
月
２
８
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
生
活
相
談 

 
 

２
９
日 

平
和
の
た
め
の
戦
争
展 

 
 

３
０
日 

産
廃
学
習
会
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
交
流
懇
談
会 

 
 

３
１
日 

河
西
無
料
生
活
相
談
、
紀
ノ
川
駅
エ
レ
ベ
ー
タ 

 

ー
設
置
宣
伝 

８
月 

１
日 

会
議
、
市
女
性
後
援
会 

 
 

 

２
日 

休
み 

 
 

 

３
日 

市
駅
前
事
務
所
無
料
生
活
相
談
、
デ
イ
サ
ー
ビ 

 

ス
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

 

 

昭
和
２
９
年
３
月
１
日
が
何
の
日
か

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
６
３
年
前
の
こ
の

日
、
南
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ビ

キ
ニ
環
礁
で
ア
メ
リ
カ
が
水
爆
実
験

を
実
施
し
た
。
周
辺
の
島
々
の
人
び

と
、
日
本
な
ど
の
漁
船
の
乗
組
員
な

ど
が
死
の
灰
を
浴
び
た
。 

 

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
と
い
う
人
口
３
２
５

人
の
小
さ
な
島
が
あ
る
が
、
こ
の
島
の

人
び
と
が
残
留
放
射
能
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
ふ
る
さ
と
の
島
を
捨
て
、
２
０

０
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
無
人
島
に
移
住

し
た
の
は
実
験
が
行
わ
れ
て
か
ら
２
８

年
も
た
っ
て
か
ら
だ
。
が
ん
で
死
ぬ
人

び
と
が
ふ
え
、
脳
に
障
害
を
も
っ
た

り
、
手
足
の
指
が
６
本
で
生
ま
れ
る

子
も
ま
だ
い
る
と
い
う
。 

 

ふ
る
さ
と
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
に
帰

り
た
い
」
と
の
島
民
の
切
な
る
願
い
。

ア
メ
リ
カ
も
同
意
し
、
い
ま
か
ら
７
年

前
に
放
射
能
の
除
去
が
お
わ
り
、
村

長
が
帰
っ
て
も
い
い
と
宣
言
。
し
か

し
、
放
射
能
を
除
去
し
た
の
は
島
面

積
の
わ
ず
か
３
％
弱
で
、
ま
だ
ひ
と
り

も
島
に
は
帰
っ
て
い
な
い
。 

 

た
な
ば
た
の
日
の
７
月
７
日
、
国
連

加
盟
国
１
９
３
ヶ
国
の
う
ち
１
２
２
ヶ

国
（
６
３
％
）
が
参
加
し
て
人
類
の
歴

史
上
は
じ
め
て
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
た
。
世
界
で
た
だ
ひ
と
り

戦
争
被
爆
国
の
日
本
は
こ
の
条
約
に

背
を
む
け
た
ま
ま
だ
。
核
兵
器
廃
絶

を
求
め
る
世
界
の
本
流
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
こ
と
し
８
月
６
日
、
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
・
ヒ
ロ
シ
マ
に
参
加

し
ま
す
。  

  

 

 

 

奥村県議と街頭で訴え 

 

７
月
２４
日
付
「
毎
日
」
が
１
面
ト
ッ
プ
で
「
内
閣
支
持 

急
落

２
６
％
」
「
安
倍
氏
続
投
反
対
６
２
％
」
と
報
道
。
さ
ら
に
同
紙

３
面
に
は
「
危
険
水
域 

政
権
に
衝
撃
」
と
あ
り
「
支
持
率
が
２

０
％
台
に
な
っ
た
最
近
の
主
な
内
閣
」
で
「
２
０
％
台
に
な
っ
て
か

ら
退
陣
す
る
ま
で
の
期
間
」
は
、
一
番
長
い
人
で
９
カ
月
、
他
は

５
カ
月
以
内
。
で
す
か
ら
「
危
険
水
域
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
質
問

で
は
加
計
学
園
問
題
で
の
政
府
説
明
が
「信
用
で
き
な
い
」が
７

６
％
。
ま
た
ア
ベ
首
相
は
８
月
３
日
に
も
内
閣
改
造
と
言
い
麻

生
財
務
相
、
菅
官
房
長
官
は
留
任
と
言
っ
て
い
る
が
こ
れ
に
つ
い

て
「
評
価
し
な
い
」
が
５
２
％
で
し
た
。 

 

自
民
に
と
っ
て
支
持
率
急
落
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
は
政
令
指
定

都
市
仙
台
市
の
市
長
選
で
自
公
候
補
が
野
党
推
薦
候
補
に
敗

れ
た
こ
と
で
す
。
共
産
、
民
進
、
社
民
、
自
由
の
４
野
党
と
「
市

民
の
会
」
の
共
同
候
補
の
郡
（
こ
お
り
）
和
子
氏
が
当
選
。
市
政

を
変
え
て
ほ
し
い
と
言
う
願
い
と
と
も
に
、
安
倍
政
権
に
対
す

る
市
民
の
深
い
憤
り
が
ク
リ
ー
ン
な
受
け
皿
と
し
て
の
野
党
候

補
を
選
ん
だ
の
で
す
。 

 

２４
日
、
衆
院
閉
会
中
審
査
を
テ
レ
ビ
で
見
る
も
、
ア
べ
政
権

は
疑
惑
に
答
え
ず
、
側
近
た
ち
も
「
記
憶
が
な
い
」
「
記
録
が
な

い
」
の
ナ
イ
ナ
イ
尽
く
し
。
日
刊
赤
旗
の
見
出
し
だ
け
紹
介
し

ま
す
。
「
安
倍
政
権
疑
惑
に
こ
た
え
ず
」
、
「
側
近
『
記
憶
に
な

い
』
連
発
」
、
「
こ
れ
が
『
丁
寧
な
説
明
』
か
」
、
「
新
た
な
疑
惑

次
々
と
浮
上
」
、
「
首
相
答
弁
大
は
た
ん
」
「
政
権
に
自
浄
能
力

な
し
」
「国
会
の
解
明
責
任
重
大
」
な
ど
で
し
た
。
（編
集
室
） 

  

 

先
週
は
緊
急
の
お
知
ら
せ
と
訴
え
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
６
月
議
会
の
報
告
が

中
断
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
般
質
問

の
２
項
目
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
一
人
親
方
へ
の
保
険
加
入
強
要
問

題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
自
身
の
み
で

建
設
業
な
ど
を
行
う
「
一
人
親
方
」は
、

労
働
者
で
な
い
た
め
雇
用
保
険
の
加
入

資
格
も
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

と
こ
ろ
が
、
元
請
企
業
か
ら
「
一
人
親

方
の
グ
ル
ー
プ
で
事
業
体
を
つ
く
り
雇

用
保
険
に
入
っ
て
く
れ
、
入
ら
な
い
と
現

場
か
ら
出
て
行
っ
て
も
ら
う
」
と
い
わ
れ

た
こ
と
で
、
現
場
で
は
大
混
乱
と
深
刻

な
生
活
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。 

 

労
働
者
の
就
労
環
境
の
改
善
を
目

的
と
し
た
国
の
『
社
会
保
険
加
入
下

請
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』の
趣
旨
か
ら

外
れ
た
解
釈
で
加
入
を
迫
ら
れ
廃
業

に
至
る
事
態
が
起
き
て
お
り
、
多
く

の
相
談
が
民
主
商
工
会
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

「
仕
事
を
も
ら
う
た
め
、
雇
っ
て
も

い
な
い
人
を
雇
用
し
て
い
る
状
況
を
つ

く
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
矛
盾

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
早
急
に
対
策

を
求
め
ま
し
た
。 

 

当
局
は
「
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

義
務
の
な
い
保
険
加
入
ま
で
求
め
て

い
な
い
。 

建
設
業
界
を
通
じ
正
し
い

趣
旨
の
周
知
に
努
め
、
県
の
相
談
窓

口
利
用
促
進
を
図
る
」
と
答
え
ま
し

た
。 

 

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
相
談
下
さ
い
。 

（奥
村
の
り
子
）  

 

◆
七
月
三
〇
日
（
日
） 

 
 

午
後
六
時
三
〇
分 

◆
北
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
直
川
） 

◆
兵
庫
県
姫
路
市
夢
前
町

の
産
廃
の
闘
い
を
県
会

議
員
入
江
次
郎
氏
（
写

真
）
が
お
話
し
し
ま
す  

 

http://www.hyogokengikai.jp/member/19-153.html

